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1. 研究目的

　環境省は昭和48年から概ね5年毎に、植物・動物について自然環境保全基礎調査をし、日本全体の自然環境の状況を調査している。現在、植物群落の分布状況は現地調査と空中写真を判読して植生図を作成し把握されている。しかし、この方法では多大な労力、時間や経費が必要である。そのため近年、精度が向上している衛星画像を利用した植生図の作成手法が検討されている。衛星画像より自動的に植生の判読ができると、開発が進み急速に変化する広範囲な植生の追跡調査が可能となり、日本の生態系変化が迅速に把握でき、地域環境開発計画に役立てることができる。よって、衛星画像を用いた植生の判読・境界区分をする手法が研究されているが、実用レベルまでには至っていない。本研究では、陸域観測衛星SPOTのデータを用いて植生判読を試みた。
2. 衛星画像判読技術の方法と特徴

　2004年にSPOTが撮影した岡山県岡山市付近の、3・5・6月の衛星画像を解析した。衛星画像は対象物に触れることなく、対象物から反射や放射される固有の電磁波の波長（分光特性）を観測・解析することで物体を判別することができる。植物は、近赤外域の0.75～1.3μmにかけて細胞の構造に由来する強い反射を示す。同じ植物でも活性度が高いと近赤外域の反射が強くなる。
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　落葉樹の葉が落ちている3月と、新芽が出て葉の活性度が高い5月の衛星画像の近赤外域の値の差を出すと、落葉樹と常緑樹が分布している範囲を判読できる。図.1は3月と5月の衛星画像の近赤外域の波長の差で、コナラ群落が多く分布する部分が白っぽくなっている。図.2はコナラ群落の分布図で、図.1の白っぽい部分とコナラ群落の分布範囲がほぼ一致しているのが分かる。
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3. 応用の可能性
　植生判読を詳細に行うことができると、近年、問題とされている竹林増加の状況や地域の公園や森林の分布面積などを知ることができる。そこから、バイオマスとして生物資源の有効活用や地域の環境保全の現状分析、保全計画の立案などができると期待される。
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図.1　3月と5月の衛星画像からコナラ群落の分布範囲を表示した画像





図.2　岡山市付近のコナラ群落分布図








